
【小学校体育 中学校保健体育 の目標】 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け（中：課題を発見し）、その

解決（中：合理的な解決）に向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉え、

生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための

資質・能力を育成することを目指す。 
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体育科・保健体育科では、小学校と中学校の系統性を意識しながら、「生涯にわたって心身の健

康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力」を育成することが求められ

ています。 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★目標の改善 

運動や健康に関する課題を発見し、その解決を図る主体的・協働的な学習活動を通して、三つ

の資質・能力を相互に関連させて高めることが重要です。 

 

 

 

 

 

生涯にわたって運動に親

しむとともに健康の保持増

進と体力の向上を目指し、 

明るく豊かな生活を営む態

度を養う。 

学びに向かう力、人間性等 

運動や健康についての自

他の課題を発見し、合理的

な解決に向けて思考し判断

するとともに、他者に伝え

る力を養う。 

思考力・判断力・表現力等 

各種の運動の特性に応じ

た技能等及び個人生活にお

ける健康・安全について理

解するとともに、基本的な

技能を身に付けるようにす

る。 

知識及び技能 

運動に親しむとともに健

康の保持増進と体力の向上

を目指し、楽しく明るい生

活を営む態度を養う。 

 

学びに向かう力、人間性等 思考力・判断力・表現力等 

その特性に応じた各種の

運動の行い方及び身近な生

活における健康・安全につ

いて理解するとともに、基

本的な動きや技能を身に付

けるようにする。  

知識及び技能 

小
学
校 

 
 

 
 

 

中
学
校 

 運動や健康についての自

己の課題を見付け、その解

決に向けて思考し判断する

とともに、他者に伝える力

を養う。 

 

☞ 解説 小学校体育編 p.8、p.17~ 中学校保健体育編 p.10、p.24

~ 

（2）⑩小学校体育・中学校保健体育 

育成をめざす資質・能力 ～何ができるようになるか

～ 



○運動やスポーツとの多様な関わり方を重視した学習の充実 

  体力や技能の程度、性別や障害の有無等にかかわらず、運動やスポーツの多様な楽しみ方

を共有することができるよう指導内容の充実を図ることが求められています。中学校におい

ても、原則として、男女共習で学習を行うことが求められています。 

○体育分野（運動領域）と保健分野（保健領域）との相互の関連を図る指導の充実 

  健康と運動やスポーツとの関わりを重視した指導の充実が求められています。また、保健

分野（保健領域）において、小学校では不安や悩みへの対処やけがの手当、中学校ではスト

レス対処や心肺蘇生法等が技能として新たに明示されています。 

☞ 解説 小学校体育編 p.14~ 中学校保健体育編 p.14~ 

☞ 解説 小学校体育編 p.9、p.23~ 中学校保健体育編 p.13、p.29~ 
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★内容の改善・充実 

 児童生徒の発達の段階を踏まえて、学習したことを実生活や実社会に生かすとともに運動の習

慣化につなげ、豊かなスポーツライフを継続することができるよう、指導内容の体系化を図るこ

とが重視されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 必要な知識及び技能の習得を図りながら、児童生徒の思考を深めるために発言や意見交換を促

したり、気付いていない視点を提示したりすることなどで「深い学び」の実現が期待できます。                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な教育内容の改善・充実 ～何を学ぶか～ 

主体的・対話的で深い学び ～どのように学ぶか～ 

保健分野
保健領域

健康課題
に気付い
たり、発
見したり
する

健康情報
を収集、
分析、選
択する

課題の解
決の見通
しをもつ

課題の解
決に必要
な知識・
技能を習
得する

課題の解決
に向けて話
し合い、生
活の改善に
生かす

成果を確
認し、振
り返る

次の課題
に向けて
取り組む

体育分野
運動領域

易しい運
動から取
り組む

自己の思
いや願い、
体力や技
能に応じ
て、目標
をもつ

目標に向
けた運動
課題とそ
の解決方
法を知る

自己の能力や
チームの特徴
に応じて課題
を選び、課題
解決のための
活動を決める

決めた運
動に取り
組む

成果を確
認し、振
り返る

次の課題
に向けて
取り組む

実

生

活

や

実

社

会

で

生

か

す 

 

【課題発見・解決の学びのプロセス例】 


